
東三河地域防災協議会 研修会及び研究成果発表会 

日時：令和３年７月１９日（月）  

                        午後 1時 30分～午後５時 00分 

                      場所：新城市役所（本庁舎４階会議室） 

 

 東三河市町村の職員の防災意識向上と災害についての認識を深めることを目的に、研修

会及び研究成果発表会を実施しました。研修会では、東日本大震災で被災した宮城県南三

陸町に派遣され復興業務に従事した各市職員４名による報告会を実施しました。研究成果

発表会では、連携大学への委託研究内容について発表していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

<事務局（新城市）>        <開催挨拶 熊谷副部長> 

 

 

 

 

 

 

 

〈参加者〉 

 

東日本派遣者報告会 （午後１時 30分～午後３時００分） 

・新城市建設部土木課  原田 裕基 

・豊橋市防災危機管理課 津滝 泰宏 

・田原市産業振興部農政課 光部 直樹 

・豊川市市民部小坂井支所 吉野 雄一郎 

 

 

 

 

 

 

 

     <派遣報告（新城市）>         <派遣報告（豊橋市）> 



 

 

 

 

 

 

 

    <派遣報告（田原市）>        <派遣報告（豊川市）> 

 

 

 研究成果発表会 オンライン（Zoom） （午後３時００分から午後 5時 00分） 

・『東三河地域における防災拠点のリアルタイム耐震診断技術に関する研究』 

     豊橋技術科学大学 教授 齊藤 大樹 

・『大規模地震災害時における時間帯別帰宅困難者発生量の予測手法の開発と支援策の検討に関する研究』 

     豊橋技術科学大学 准教授 杉木 直 

・『拡張現実を用いた浸水・暴風雨・土砂災害疑似体験アプリの開発と防災教育における活用』 

神奈川歯科大学 教授 板宮 朋基 

・『災害時における再生可能エネルギーを利用した電力供給システムの有効活用について』 

豊橋創造大学 教授 見目 喜重 

 

 

 

 

 

 

 

 

<研究成果発表>  

 

 

 

 

 

 

 

                〈Zoom画面〉 


